
動脈と静脈
動脈とは、血液を心臓から体の各部へ運ぶ血管。主幹となっている系路、

交通路などにいう。静脈とは、循環器の一部をなし、血液を心臓に運ぶ血

管のこと。

11月6日～9日までベトナム・ハノイ経済視察ツアー第2弾を主催しました。

10日～11日はフエ、ホーチミンを訪問し、12日に日本に帰ってきました。今

回でベトナム訪問は4回目。回を追うごとに理解が深まります。

車ではトヨタ、バイクではホンダやヤマハ、家電ではパナソニックやシャー

プが目立ちます。大手完成品メーカーがベトナムにおいて輸出と内需向け

に生産しています。それらの日系部品メーカーが進出しています。これらを

動脈系の産業と呼ぶことにします。

日系メーカーが製品を作り出すと同時に、産業廃棄物も生まれます。それ

らをリサイクルする産業が必要になります。会計・税務の処理業務が生まれ

ます。許認可、契約、労使の問題を解決する法務業務が生まれます。滞在

する日本人向けのサービスが生まれます。日系企業に就職する現地人の

教育・斡旋産業が生まれます。これらを静脈系の産業と呼ぶことにします。

動脈系の日系企業は主に輸出型企業もしくは輸出型企業に携わる企業

と日本国内向け企業（ベトナム向け内需型も含む）。

静脈系の日系企業は主に動脈系の日系企業及び日本人を側面から支

援する企業。

ベトナムに進出している中小・零細企業で上手くいっている企業を調べる

と得意先の大半は日系企業。社員の大半はベトナム人。日系企業・日本人

を支援する産業にはまだ隙間があります。ベトナム人を教育・訓練して日本

人ビジネスマンに近づける余地はあります。難しいことにはそれと同等以上

の良いことが隠されています。
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中小企業の場合、社員を教育するのは社長の役目ではあります。しか
し、社長で対応できない場合は外部に依頼することになります。

ある東京の下町にある企業の社員研修を行いました。

その会社は、社長が長年「経営計画書」を作成し、社員を引っ張って
きました。社長は常に弱者の戦略を考え、商品の部分1位、小規模1位を
作ってきました。

それでも社員に浸透しきれていない部分もあり、「町コン」五十嵐が
経営の体系とランチェスター法則、強者の戦略と弱者の戦略を分かりや
すく伝えました。

受講者の感想文を読んでみますと、「ランチェスター法則」が経営に
応用されていることが面白かったという意見が多々ありました。

社員にも経営戦略の知識の重要性を感じました。

企業理念は必要か？
企業理念は必要か？この問いに対して「不要」と断言する方はほとん

どいないと思います。しかし、経営者であるあなたが、企業理念を作るため
にこれから改めて訳のわからないセミナーに行くのであれば、私は不必要だ
と答えます。

「企業理念なんて大層なものは要らない。大事なのは利益を出せるかどう
か。まずは3年間、利益を出し続けなさい。そうすれば、会社の存在意義や
企業理念などというものは、後から自ずと出来上がってくる」

格好良いお題目を作る暇があったら、まずは行動して利益を出せ、という
ことだったと理解しています。

今すでに会社を経営している方や、もしくはこれから起業しようとしてい
る方は、企業理念よりも何よりも、まず第1に商売のことを考えるべきです。

岩松正記著「経営のやってはいけない」（クロスメディアパブリッシング）より

●週刊五十嵐レポート 毎週月曜日発行

●町コン経営塾「会社成功塾」 毎週日曜日、月曜日 午前１０時～１２時。

●町コン・ランチェスタービジネスセミナー 毎月東京・大阪開催
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